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そのゴミ、重くない？



有
田
市
で
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
約
80
％
が

燃
え
る
ご
み
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
、
燃
え

る
ご
み
の
約
40
％
が
生
ご
み
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

有
田
市
の
１
人
１
日
当
た
り
の
生
活
系
ご

み
の
量
は
、
県
下
９
市
で
１
番
多
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
の
ご
み
出
し
、
重
い
で
す
よ
ね
。

そ
の
重
さ
は
、
ご
み
の
量
が
多
い
だ

け
で
は
な
く
、
ほ
か
に
も
原
因
が
あ
る

ん
で
す
。

そ
れ
は
、
〝
水
〞
で
す
。

生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
水
分
を
減
ら
す
だ
け
で
、
い
ろ

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
ご
み
が
軽
く
な
り
、
ご
み
出
し
が
楽
に
。

◎
悪
臭
が
減
る
。

◎
猫
や
カ
ラ
ス
に
散
ら
か
さ
れ
に
く
い
。

◎
ご
み
が
燃
え
や
す
く
な
る
。

普
段
の
生
ご
み
の
出
し
方
に
ほ
ん
の

ひ
と
工
夫
。

そ
れ
だ
け
で
自
分
に
も
地
球
に
も
や

さ
し
い
。

そ
ん
な
生
ご
み
の
出
し
方
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 

生
ご
み
の
水
分
量
は
約
80
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
水
分
を
含
ん
で
い
る
た

め
、
重
量
が
あ
り
、
腐
敗
す
る
と
悪
臭
が
発

生
し
ま
す
。

こ
の
水
分
は
、
焼
却
す
る
際
に
影
響
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
は
、
水
分
は

少
な
い
方
が
効
率
的
に
燃
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

家
庭
で
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
な
ど

に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
の
中
で
も
、

紙
・
布
類
も
多
い
の
で
、
資
源
ご
み
回

収
を
も
っ
と
活

用
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

●
水
切
り

野
菜
の
皮
な
ど
の
生
ご
み
は
水
を
切
っ
て

か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
す
れ
ば
よ
り
手
軽
に
水
が
切
れ
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
を
乾
燥
・
粉
砕
し
、
量
を
大
幅
に

減
ら
し
ま
す
。
市
で
は
購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
の

で
購
入
前
に
お
試
し
で
き

ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
を
日
常
的
に
利
用
し

て
い
る
方
に
お
話
を
き
き
ま
し
た
。

│
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

４
〜
５
年
ぐ
ら
い
前
に
友
人
の
す

す
め
で
買
い
ま
し
た
。

│
実
際
使
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

使
う
前
は
、
魚
の
内
蔵
や
頭
な
ど

悪
臭
が
ひ
ど
く
て
、
始
末
に
困
っ
て

い
ま
し
た
。
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど

も
、
毎
日
の
こ
と
な
の
で
ご
み
が
重

く
な
っ
て
大
変
で
し
た
。

　

生
ご
み
処
理
機
を
使
う
と
、
び
っ

く
り
す
る
ぐ
ら
い
軽
く
な
り
ま
す
。

密
閉
さ
れ
て
い
る
の
で
に
お
い
も
全

然
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

│
ご
み
を
出
す
に
あ
た
っ
て
変
化
は
あ

り
ま
し
た
か
？

　

以
前
は
必
ず
週
２
回
出
し
て
い
た

の
が
、
今
で
は
週
１
回
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
み
の
量
が
３
〜
４
割
は

減
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

̶
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
の

生
ご
み
処
理
機
で
す
か
？

　

熱
で
乾
燥
し
て
、
粉
砕
し
、
粉
状

に
な
る
も
の
で
す
。
家
庭
菜
園
の
肥

料
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

̶

購
入
を
検
討
し
て
い
る
方
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
が
本
当
に
軽
く
な
る
の
で
、

高
齢
の
方
に
お
す
す
め
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
に
お
い
を
気
に
せ
ず
に

す
む
の
で
、
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
の
方

に
も
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
ま
す
ね
。

　

市
か
ら
最
大
２
万
円
の
補
助
金
が

出
る
の
で
、
購
入
を
迷
っ
て
い
る
方

も
後
押
し
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

安
い
買
い
物
で
は
な
い
で
す
が
、

後
々
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
利
点
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

三
角
コ
ー
ナ
ー
で
の
水
切
り
や
、
生
ご
み

処
理
機
の
活
用
な
ど
、
生
ご
み
の
水
分
を
減

ら
す
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
。

野
菜
の
皮
な
ど
を
手
で
ち
ょ
っ
と
し
ぼ
る

だ
け
で
も
、
す
る
と
し
な
い
で
は
大
違
い
な

ん
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と

手
間
が
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

環
境
の
た
め
に
、
自
分
自
身
の
た
め
に
、
今

日
か
ら
ぎ
ゅ
っ
と
し
ぼ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市 1人 1日当たりの
生活系ごみ排出量

有田市 928g
御坊市 916g
岩出市 796g
新宮市 735g
海南市 731g
和歌山市 730g
田辺市 716g
紀の川市 632g
橋本市 616g

出典：和歌山県の一般廃棄物
平成 24 年度実績

生
ご
み
処
理
機
っ
て

実
際
ど
う
な
の
？

※資源ごみは、
　ビンや缶、
　ペットボトルなど

富
とみ

山
やま

真
ま

千
ち

子
こ

さん

環境センター
中
なか

山
やま

副場長

生
ご
み
っ
て
意
外
に
多
い
！

粗大ごみ 約 3％

燃えるごみ
約 80％

その他の不燃物 約 7％

資源ごみ 約 11％

有田市のごみの割合

有
田
市
の
ご
み
の
量
は
？

生
ご
み
・
ほ
と
ん
ど
が
水
分

水
分
を
減
ら
す
た
め
に

家
庭
で
で
き
る

生
ご
み
の
減
量
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６月６日（土）地ノ島海岸ボランティア清掃が行わ
れ、338名が集まりました。参加した方が「思ったより
ごみが多くて驚きました」と語るほど、海岸には流木や
ペットボトルが散乱。強い風が吹く中、約２時間かけて
拾い、砂浜はきれいになりました。海開きに向け、お客
様を迎える準備は万端。夏に地ノ島で海水浴はいかがで
すか？

地ノ島にいらっしゃい 

６月４日（木）東燃ゼネラル石油㈱和歌山工場におい
て、第47回有田市消防総合訓練が行われました。地震
によりタンクから原油が漏れ、火災が起こったという想
定で、大型高所放水車による消火訓練などを行いまし
た。有田市・海南海上保安署・有田警察署・東燃ゼネラ
ル石油㈱和歌山工場が連携し、防災体制の充実を図りま
した。

タンク火災発生（※訓練です）

５月31日（日）韓国・済
チェ

州
ジ ュ

島で開催された第２０回
済州観光マラソンフェスティバルに有田市観光協会が、
交流団として参加しました。今年２月の有田みかん海道
マラソンでは済州島観光協会交流団をお迎えしたことか
ら、今回のマラソンを通じた交流が実現しました。交流
団にはランナーとしてみかん海道マラソン総合１位の溝

みぞ

渕
ぶ ち

大
だ い

輔
す け

さんも加わり、大会を盛り上げてくれました。

済州で走る

6月10日（水）～12日（金）有田市立病院にて、箕島
中学校2年生の職場体験が行われました。体験者2名は、
将来の夢が医療関係だということから病院の仕事を希望
したそうです。彼らは「仕事は大変難しい」と言って、
寝具の交換を慣れない手つきでこなしていました。病院
にいた患者さんは｢よく頑張るねぇ｣と喜んでいました。

初めての経験

今回の仕事を終えて私たちは普段学べない事や初めての経験
をすることができました。体験したての頃は、緊張しながら説
明を聞いたり、カメラを持って写真を撮ったりしました。慣れ
てくるとカメラの扱いが上手になり躊

ちゅう

躇
ち ょ

なく使えるようになり
ました。
市立病院を取材するとき役割分担できて効率良く取材できま

した。
ささやきの研修会では日本語が意外と難しいことを教わりま

した。取材できて良かったと思います。
最後にこの３日間市役所の秘書広報課の仕事をさせていただ

きましたが、全体的に充実していました。

６月11日(木)福祉館なごみにて、有田市朗読ボランティ
アささやきの皆さんが、研修会を受けました。
今回は、基本の声の出し方（日本語の正しい発音）など

をメインに熱心に勉強しました。
皆さんは、今回の講義を聞き「良い勉強になった」、

「今日学んだ事を活
い

かしていきたい」など笑顔で語ってく
れました。

更なるスキルアップのために！

６月10日（水）～12日（金）秘書広報課へ箕島中学校の
２年生３名が職場体験に来てくれました。
慣れない一眼レフカメラを使って写真を撮ったり、取

材先でインタビューをしたりしました。
伝えたいことを言葉で表現するのに悪戦苦闘。３人で協

力して記事を作っていきました。次の２つの記事は中学生
が撮った写真と作成した記事をそのまま掲載しています。

こども
スマイル

月生ま
れ７

申・問　秘書広報課（内線２０５）

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えて、お申込みください。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
申込方法／郵便・メール・持込
締切／７月 31日（金）

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

９月生まれのお子さん（就学前）
を募集しています

いつも笑顔が可愛いリアン君☆
1歳のお誕生日おめでとう。
すくすく元気に育ってね。
これからもよろしくネ☆

これからも元気いっぱい過ごし
てね(^^)

なんでもお手伝いしてくれて女
の子らしくなってきた沙弥。
誰にでも優しく出来る女の子に
なってほしいな。

松
まつ

尾
お

 亮
り

杏
あん

ちゃん 森
もり

川
かわ

 颯
そう

太
た

郎
ろう

ちゃん 石
いし

井
い

 沙
さ

弥
や

ちゃん

（１歳） （３歳） （４歳）

住所  〒 649-0392 有田市箕島 50 有田市役所 秘書広報課あて　Mail hisho@city.arida.lg.jp

Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

編 集 後 記

№

そのゴミ、重くない？

広報をつくる
お仕事体験！ 
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情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 27 年 6 月 1 日現在）

人口 30,001 人（前月比－ 31人）
男 14,262 人　女 15,739 人　世帯数 11,902 戸

時
期
／
７
月
下
旬
か
ら
順
次

送
付
方
法
／
普
通
郵
便

認
定
証
の
色
／
白
色

※
届
き
ま
し
た
ら
、
今
ま
で
の
保
険
証
（
認

定
証
）
は
８
月
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
市
役
所
に
ご
返
却
い
た
だ
く

か
、
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
（
内
線
２
５
７
）

国
民
年
金
保
険
料

■
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申

請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
承
認
期
間
は
、
７
月
〜
翌
年
６
月
で

す
。
途
中
か
ら
の
申
請
も
可
能
で
す
。

【
免
除
の
種
類
】

▼
全
額
免
除
／
全
額
が
免
除
さ
れ
る

▼
一
部
納
付
／
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、

残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
。
一
部
納

付
に
は
、
４
分
の
１
納
付
、
半
額
納
付
、

４
分
の
３
納
付
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま

た
は
一
部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た

特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免
除

は
、
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の
所
得
を

除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

（
申
請
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

等
の
写
し
が
必
要
で
、
家
族
の
方
で
代
理

の
場
合
、
印
鑑
も
必
要
）

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、
30
歳
未
満
の

介
護
保
険
で
一
定
以
上
所
得
者
の

自
己
負
担
が
２
割
に

８
月
か
ら
、
65
歳
以
上
で
一
定
以
上
の
所

得
（
※
）
の
あ
る
方
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自
己
負
担
が
２
割

に
な
り
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
要

介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
す
べ
て
の
方
へ
７

月
下
旬
、
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
（
有

効
期
間
は
１
年
間
）
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
添
え
て

負
担
割
合
証
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
一
定
以
上
の
所
得
」
と
は
、
本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
こ
と

で
す
。

　
　

た
だ
し
、
同
一
世
帯
内
の
65
歳
以
上
（
第

１
号
被
保
険
者
）
の
「
年
金
収
入
と
そ
の

他
の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
が
単
身
で

２
８
０
万
円
未
満
、
２
人
以
上
の
世
帯
で

３
４
６
万
円
未
満
の
場
合
は
１
割
負
担
の

ま
ま
と
な
り
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
２
９
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

保
険
証

対
象
者
／
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者

時
期
／
７
月
中
旬
か
ら
順
次

送
付
方
法
／
簡
易
書
留

保
険
証
の
色
／
み
ず
色

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

対
象
者
／
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方

お
知
ら
せ

平
成
27
年
春
の
叙
勲
受
章
者

有
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

９
月
６
日
（
日
）
に
有
田
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
執
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
関
係
者
の
方
々
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
の
関
係
上
、
一
陣
営
に
つ
き
３
名

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

問　

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
４
７
）

　

方
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
（
世
帯
主
の
所
得

は
審
査
の
対
象
外
で
す
。
）

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
０
７
３

－

４
４
７

－

１
６
８
８

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

平
成
17
年
か
ら
平
成
21
年
の
積
極
的
接
種

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

り
、
平
成
７
年
か
ら
平
成

19
年
生
ま
れ
の
20
歳
未

満
の
方
で
Ⅰ
期
ま
た
は
Ⅱ
期
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
定
期
接
種
と
し
て
無
料

で
規
定
の
回
数
を
接
種
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
接
種
履
歴
を
母
子
手
帳
で
確
認

の
上
、
不
明
な
点
は
か
か
り
つ
け
医
へ
ご
相
談

下
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82

－
３
２
２
３

「
糸
我
峠
」
が
国
史
跡
に
！

こ
の
ほ
ど
糸い

と

我が

峠と
う
げ

が
熊く

ま

野の

参さ
ん

詣け
い

道み
ち

（
紀き

伊い

路じ

）
国
史
跡
に
追
加
指
定
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
対
し
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
か
ら

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

℡
82

－

３
２
２
１

お
知
ら
せ

集
団
健
診

受
付
時
間
／
午
前
８
時
〜
９
時

※
す
べ
て
無
料
で
す
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

　

電
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診

対
象
者
／
40
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。

内
容
／
問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定

　
　
　

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

が
ん
検
診

対
象
者
／
満
40
歳
以
上
の
有
田
市
民

検
診
種
別
／
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胸
部
・

　
　
　
　

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

申
・
問　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
℡
82

－

３
２
２
３

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。瑞

宝
双
光
章
（
学
校
保
健
功
労
）

栗く
り

原は
ら 
益ま

す

男お　

氏

瑞
宝
双
光
章
（
郵
便
事
業
功
労
）

則の
り

松ま
つ 

靖や
す

昭あ
き　

氏

瑞
宝
単
光
章
（
郵
便
業
務
功
労
）

嶋し
ま

田だ 

光み
つ

雅ま
さ　

氏

夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動

期
間
／
７
月
１
日（
水
）〜
８
月
31
日（
月
）

・
見
守
り　

声
か
け　

助
け
合
い

・
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

と
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り

　

有
田
の
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

市
民
全
員
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

有
田
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

有
田
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
夏
の
電
力
供
給
に
つ
き
ま
し
て
は
、
辛

う
じ
て
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
発
電

所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
電

力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
お
客
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
着
実

な
節
電
・
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

問　

関
西
電
力
節
電
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

℡
０
８
０
０

－

１
２
３

－

０
１
７
１

啓　
　

発

『
う
ま
い
話
』
に
ご
注
意
！

　

未
公
開
株
や
社
債
な
ど
の
勧
誘
を
受
け
、

現
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

「
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
」
「
代
わ
り
に

購
入
し
て
く
だ
さ
い
」
「
断
れ
ば
、
裁
判
に

な
り
ま
す
よ
」
「
宅
配
便
で
現
金
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」

　

こ
ん
な
勧
誘
を
受
け
た
ら
、
ご
家
族
や
相

談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

近
畿
財
務
局
和
歌
山
財
務
事
務
所

　

℡
０
７
３̶

４
２
２̶

６
１
４
３

　
　

き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　

℡
06

－

６
９
４
９

－

６
２
５
９

　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
０
７
３

－

４
３
３

－

１
５
５
１

　
　

県
警
察
本
部
警
察
相
談
専
用
電
話

　
　

（
24
時
間
受
付
）　

℡
♯
９
１
１
０

犬
・
猫
の
飼
い
方

【
犬
編
】

○
散
歩
中
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
、
フ
ン
の

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
み
つ
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
放
し

飼
い
は
野
犬
と
み
な

さ
れ
、
保
護
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
放
し

飼
い
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

【
猫
編
】

○
外
で
飼
う
と
、
フ
ン
害
や
ゴ
ミ
あ
さ
り

な
ど
他
人
へ
の
迷
惑
行
為
と
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○
野
良
猫
へ
の
餌え

付づ

け
行
為
は
、
飼
っ
て

い
る
こ
と
と
同
じ
で
、
責
任
義
務
が
生

じ
ま
す
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
野
良
猫
へ
の
餌
付
け
行
為
は
や
め
ま

し
ょ
う

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

募　
　

集

和
歌
山
県 
警
察
官
募
集

試
験
日
／
９
月
20
日
（
日
）

場
所
／
和
歌
山
市
・
田
辺
市

職
種
・
受
験
資
格

▼
第
２
回
警
察
官
Ａ

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
、
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方

▼
警
察
官
Ｂ

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
「
第
２
回
警
察
官

Ａ
」
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

受
付
期
間
／
７
月
１
日（
水
）〜
８
月
14
日（
金
）

問　

有
田
警
察
署　

℡
83

－

０
１
１
０

自
衛
官
募
集
説
明
会

日
時
／
７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所（
宮
崎
町
１
０
６

－

２
）

対
象
／
有
田
郡
市
在
住
の
方

種
目
／
自
衛
官
候
補
生
【
18
歳
以
上
27
歳
未

満
対
象
】
一
般
曹
候
補
生
【
18
歳
以
上
27

歳
未
満
対
象
】
航
空
学
生
【
高
卒
（
見
込

含
）
21
歳
未
満
対
象
】
防
衛
大
学
校
学
生

【
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
【
高
卒
（
見

込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
防
衛
医
科
大
学

校
看
護
学
科
学
生
【
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
対
象
】
高
等
工
科
学
校
生
徒
【
中

卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子
対
象
】

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82

－

６
６
３
１

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

やさしさは　みんなをかえる　第一歩平成27年度　人権啓発標語　入選作品　小学生の部 「どうしたの」　やさしい声かけ　ありがとう

特定健診・がん検診
実施日 場　所 申込締切日

７月28日（火） 福祉館なごみ ７月15日（水）
９月15日（火） 保健センター ９月 2日（水）
９月27日（日） 保健センター ９月14日（月）

年に一度は
健診を！

広報ありだ2015.7広報ありだ2015.7⑦ ⑥



図書館だより
学習室を開設します学習室を開設します

期間／７月20日（月）～８月28日（金）
　※ただし、毎週火曜日、７月31日（金）を除く
時間／午前９時30分～午後５時
　※８月13日（木）は午前９時～正午
場所／文化福祉センターミーティング室
対象者／有田市・郡に在住、
　　　　または有田市内に在勤・在学の方。
申込方法／図書館利用券を持参のうえ、図書館

カウンターまでお越しください。
※利用券をお持ちでない場合は、住所の確認が
できるもの（免許証・保険証・学生証等）を持参
してください。

課題図書が決まりました！課題図書が決まりました！
【小学校中学年】
「お話きかせてクリストフ」

ニキ・コーンウェル作･渋
しぶ

谷
や

弘
ひろ

子
こ

訳
中
なか

山
やま

成
しげ

子
こ

絵　　文研出版

※その他の課題図書はカウン
ターへお尋ねください　

問　図書館（℡82-３２２０）

無料登録はコチラ

有田市メール配信サービス配信中！
市の防災・防犯・行政・イベント情報をメールでお届けします！
URL／ http://www.city.arida.lg.jp/bousai/aridacitymail.html

登録は
お済みですか？

広告

７
月
１
日
（
水
）
よ
り
、
常
勤
産
婦
人
科

医
、
生い

駒こ
ま

誠ま
こ
と

医
師
が
着
任
し
ま
す
。
診
療
内

容
は
分ぶ

ん

娩べ
ん

を
除
く
、
産
婦
人
科
、
一
般
検
診

（
が
ん
・
成
人
病
検
診
・
妊
婦
健
診
）
な
ど

で
す
。
診
察
は
、
月
〜
金
曜
日
（
火
曜
日
は

谷た
に

﨑ざ
き

医
師
）
で
、
水
・
木
曜
日
は
午
後
の
診

察
も
行
い
ま
す
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時 

〜
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
（
水
・
木
）

広
く
市
民
の
皆
様
に
「
病
気
に
つ
い
て
正

し
く
知
っ
て
も
ら
う
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
市
民
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
当
院
の
医
師
が

講
演
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
23
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
／
無
料
（
申
込
不
要
）

内
容

『
切
ら
ず
に
治
す
痔
の
治
療
に
つ
い
て
』

市
立
病
院　

診
療
部
長
・
外
科
医
長

坂さ
か

口ぐ
ち 

聡さ
と
る

先
生

『
皮
膚
病
の
早
期
発
見
・

　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
治
療
に
つ
い
て
』

市
立
病
院　

皮
膚
科
医
長

吉よ
し

益ま
す　

隆た
か
し

先
生

産
婦
人
科
診
察
の
充
実

第
６
回
市
民
公
開
講
座
開
催

市
立
病
院
通
信

※
右
記
以
外
に
も
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
も

の
わ
す
れ
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
木
曜
日 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
／
福
祉
館
な
ご
み

申
・
問　

社
会
福
祉
協
議
会 

℡
88

－

２
７
５
０

募　
　

集

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
員

　

①
事
務
補
助
員
・
１
名
（
市
民
課
）

　

②
事
務
補
助
員
・
２
名
（
経
営
企
画
課
）

採
用
期
間

　

①
８
月
１
日
〜
平
成
28
年
１
月
31
日

（
更
新
あ
り
・
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

②
８
月
10
日
〜
12
月
10
日
（
更
新
な
し
）

応
募
資
格
／
パ
ソ
コ
ン
操
作

　
　

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
出
来
る
方

給
与
等
／
日
額
６
，
３
０
０
円

※
超
過
勤
務
手
当
・
通
勤
手
当
（
交
通
用
具

使
用
、
片
道
２
㎞
以
上
）
・
雇
用
保
険
・

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
あ
り

勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
週
５
日
勤
務
）

※
②
は
時
間
外
勤
務
、
休
日
勤
務
の
場
合
あ
り

就
業
場
所
／
①
市
民
課
、
②
経
営
企
画
課

試
験
日
等
／
①
７
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

②
７
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　

市
役
所
で
面
接
試
験

※
試
験
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
〜
７
月
16
日
（
木
）

※
郵
送
は
16
日
（
木
）
必
着

受
付
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
込
先
／
総
務
課
人
事
係

※
申
込
書
は
、
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
・
問　

総
務
課
（
内
線
２
１
２
）

　

仕
事
内
容
は
、

　
　

①
市
民
課
（
内
線
２
４
１
）

　
　

②
経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

イ
ベ
ン
ト

中
学
生
議
会

中
学
生
が
議
員
役
を
務
め
る
模
擬
議
会
を

開
催
し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
市
行
政
に
つ
い

て
質
問
と
提
案
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
／
市
議
会
議
場
（
市
役
所
５
階
）

※
傍
聴
席
54
席

問　

教
育
委
員
会
（
内
線
２
９
２
）

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

夏
の
星
座
・
土
星
・
木
星
・
流
れ
星
観
望
会

日
時
／
７
月
19
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

21
日
（
火
）

  　
　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所
／
ふ
る
さ
と
の
川

　
　
　

総
合
公
園
（
宮
原
側
）

※
曇
や
雨
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

※
未
成
年
者
だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

℡
82

－

３
２
２
１

第
27
回
有
田
市
芸
能
大
会

日
時
／
７
月
19
日
（
日
）
12
時
30
分
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
／
器
楽
・
声
楽

　
　
　

箏そ
う

曲き
ょ
く

・
大
正
琴

　
　
　

舞
踊
・
邦
楽

　
　
　

フ
ラ
ダ
ン
ス

※
文
化
協
会
会
員
の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、

抽
選
が
あ
り
ま
す
。

主
催
／
教
育
委
員
会
・

　
　
　

文
化
協
会

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー 

℡
82

－

３
２
２
１

相　
　

談

高
齢
者
も
の
わ
す
れ
相
談

最
近
、
物
を
置
き
忘
れ
た
り
、
何
を
し

に
来
た
の
か
忘
れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
心
配

だ
が
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
・
・
・
と
い
う
方
の
た
め
に
気
軽
に
行
け

る
も
の
わ
す
れ
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
〜　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
有

内
容
／
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

　

も
の
わ
す
れ
の
簡
単
な
検
査
を
し
ま
す
。

※
予
約
制
（
５
名
程
度
）

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。

※
ご
本
人
、
ご
家
族
、
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。

相
談
料
／
無
料

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

高
齢
介
護
課 
（
内
線
３
４
７
）

平
成
27
年
度

　

固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

　

国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
１
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
１
期
）

納
期
限
は
７
月
31
日
（
金
）
で
す
。

わいがや通信
わいがや娘って？
昨年から始まった「わいがや娘の会」。次世代の子ども
たちに、女性の視点で、まちの誇りを発掘して継承を行って
いくことを目的としている会です。

すごろく完成
有田市の魅力をすごろくにしました！！
わいがや娘たちも、市内にこんなに「ええもん」がある
んやなぁと再発見。
今後も、皆様のお知恵を借りながら、有田市の「ええも
ん」を伝えていけるよう活動していきます！

5/29（金）ママカフェを開催しました
就学前のお子様をもつママ25名が参加。
『子どもの話ばかりでなく、学生
時代の話やテレビの話など自分の事
を話し、いつもと違う気分になれま
した』『色々な考え方、子育ての仕
方があるんだなと参考になりまし
た』とママたちからコメントをいた
だきました。
参加されたママたちの子育てのエ
ネルギーになっています。

お
詫わ

び
と
訂
正

広
報
６
月
号
の
水
道
水
の
特
集
に
お

い
て
「
か
け
が
え
の
な
い
資
源
」
の

記
事
中
、
地
球
に
あ
る
水
の
量
を
お

風
呂
一
杯
分
に
例
え
、「
私
た
ち
が

使
え
る
量
は
、ス
プ
ー
ン
一
杯
分
（
お

よ
そ
200
㎖
）」
と
あ
り
ま
す
が
、「
20

㎖
」
と
訂
正
し
ま
す
。
謹
ん
で
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　最近市内で電話により還付金詐欺の疑いのあ
る事案が発生しています。市役所の職員をかた
り、還付金の期限がせまっているので、金融機関
名や口座番号を教えてほしいというものです。市

役所職員が電話でそのようなことを聞き、ATM
に行くよう指示することは絶対ありません。
　不審な電話がありましたら、お問合せください。

問　税務課（内線２３２）

還付金詐欺
にご注意 !

広報ありだ2015.7広報ありだ2015.7⑨ ⑧



ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

広告広告

紀文まつりの軌跡

５
月
に
箕
島
漁
港
で
お
魚
勉
強

会
が
催
さ
れ
、
園
児
や
家
族
連
れ

で
多
く
賑
わ
っ
て
い
た
。
美お

味い

し
い

焼
き
そ
ば
や
た
こ
焼
き
、
イ
カ
の

串
焼
き
な
ど
た
く
さ
ん
の
親
子
が

仲
良
く
食
事
を
し
て
い
る
中
、
私

た
ち
は
上
田
さ
ん
御
一
家
に
声
を

か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

上
田
さ
ん
御
一
家
に
と
っ
て
の

縁
側
は
有
田
市
糸
我
町
に
あ
る
中

将
姫
の
寺
で
有
名
な
「
得
生
寺
」

と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
紘
平
さ
ん
は

糸
我
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
「
子
ど
も

の
頃
は
、
こ
の
得
生
寺
で
よ
く
遊

び
、
こ
こ
の
敷
地
内
に
あ
る
赤
い

橋
の
周
り
で
皆
で
色
々
な
遊
び
を

し
た
。
」
と
紘
平
さ
ん
は
言
う
。

ま
た
、
お
寺
の
中
で
は
習
字
の
習

このコーナーは、地域の課題解決について研究してい
る龍谷大学政策学部の学生のみなさんが取材しました。
有田市でのフィールドワークなどの活動を通じて感

じた“縁側”の魅力を多くの人に伝えるため５月号よ
り始まったこのコーナーも３回目を迎えます。

（“縁側”には、“ホッとできる自分の居場所”とい
う意味が込められています。）
今回は、５月４日（月・祝）に箕島漁港で行われた

イベント、「お魚勉強会」にお邪魔し、たくさんの家
族連れで賑

にぎ

わう中、１組のご家族にお話を伺いました。

い
事
も
し
て
い
た
そ
う
で
、
子
ど

も
の
頃
の
紘
平
さ
ん
に
と
っ
て
得

生
寺
は
遊
び
と
学
び
の
両
方
を
得

ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

中
将
姫
の
命
日
に
ち
な
ん
で
毎
年

５
月
14
日
に
得
生
寺
で
会
式
が
行

わ
れ
て
い
る
。
紘
平
さ
ん
が
小
さ

い
頃
か
ら
親
し
む
会
式
に
今
で
は

家
族
で
参
加
し
て
い
る
。
娘
の
美

麗
さ
ん
は
金
色
の
菩ぼ

薩さ
つ

の
面
と
小

道
具
を
つ
け
て
二
十
五
菩
薩
練
供

養
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ

る
そ
う
だ
。

こ
う
や
っ
て

紘
平
さ
ん
が

小
さ
い
頃
か

ら
親
し
ん
で

い
た
場
所
が

今
で
は
家
族
で
訪
れ
た
り
子
ど
も

た
ち
が
遊
ん
だ
り
学
ん
だ
り
す
る

場
所
と
な
り
、
家
族
み
ん
な
の
思

い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
素
敵

な
場
所
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
上
田
さ
ん
家
族
の
心
の
中

に
ど
ん
な
思
い
出
が
増
え
て
い
く

の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

取
材
を
終
え
て
・
・
・

取
材
後
、
実
際
に
得
生
寺

を
訪
れ
、
赤
い
橋
を
見
ま
し

た
。
紘
平
さ
ん
が
小
さ
い
頃

に
遊
ん
で
い
た
と
き
の
こ
と

を
連
想
し
、
自
分
た
ち
も
子

ど
も
の
目
線
に
な
っ
て
、

「
私
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
遊
び

を
し
た
い
な
」
と
楽
し
い
気

持
ち
で
お
寺
全
体
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
紘
平
さ

ん
は
じ
め
ご
家
族
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

龍谷大学生
持ち込み企画

左から順に

仁
に

木
き

貴
たか

康
みち

・宮
みや

田
た

　澪
れい

・坂
さか

元
もと

弘
ひろ

輝
き

猪
い

尾
お

雪
ゆき

乃
の

・鳥
とり

本
もと

真
ま

帆
ほ

・良
よし

元
もと

雪
せつ

華
か

有田市 縁側発見新聞 №03

得生寺境内にある赤い橋

梵天丸のパレード

〜
思
い
を
つ
な
ぐ
場
所
〜

お魚勉強会に家族で参加していた
上田さん御一家

上
うえ

田
だ

  紘
こう

平
へい

さん（右上）・敦
あつ

美
み

さん（左上）

美
み

麗
れい

さん（左下）・一
いっ

航
こう

さん（右下）

糸我町在住

有田を代表する夏の夜の風物詩、紀文まつり。
毎年恒例となっていますが、始まった当時は 11月開催だったことをご
存知ですか？
時代とともに変化してきた紀文まつりを今一度ふりかえってみましょう。

丸
を
中
心
に
時
代
絵
巻
の
仮
装

行
列
、
紀
文
踊
り
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
２
年
（
第
11

回
）
か
ら
地
域
住
民
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
市
民
総
参
加

の
祭
り
を
目
指
し
て
、
夏
を
開

催
時
期
と
す
る
「
紀
文
夏
ま
つ

り
」
と
し
て
新
た
に
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
催
し
も
の
の
中
心
が

花
火
と
な

り
、
こ
ど
も

御み

輿こ
し

が
行
わ

れ
た
り
、
園

児
の
お
遊
戯

や
、
景
品
付

き
の
も
ち
な

げ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
趣
向
を
こ
ら
し
、
現
在
へ

と
続
い
て
い
ま
す
。

市
民
の
ま
つ
り
と
し
て

紀
文
ま
つ
り
で
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
平

成
２
年
か
ら
、
25
年
間
交
通
整

理
を
行
っ
て
い
る
交
通
指
導
員

の
内う
ち

原は
ら

信し
ん

次じ

さ
ん
に
お
話
を
き

き
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
、
祭
り
の
内

容
は
変
わ
っ
て
も
、
市
民
に
と
っ

て
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
に
今
も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
も
８
月
８
日
（
土
）

に
開
催
が
決
定
。
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

̶

初
め
て
紀
文
ま
つ
り
の
交

通
指
導
を
行
っ
た
と
き
の
こ

と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
時
は
梵
天
丸
の
パ
レ

ー
ド
を
行
っ
て
お
り
、
パ
レ

ー
ド
の
た
め
に
市
役
所
か
ら

現
在
の
三
菱
電
線
工
業
ま
で

梵
天
丸
を
移
動
さ
せ
る
警
備

を
し
ま
し
た
。

̶

ど
ん
な
場
面
で
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
か
？

「
毎
年
ご
く
ろ
う
さ

ん
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
ね
。

̶

長
年
続
け
ら
れ
て
い
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
で
す
か
？

市
民
総
参
加
を
目
指
す

祭
り
と
し
て
、
こ
う
や
っ
て

長
年
交
通
指
導
と
い
う
立
場

で
参
加
で
き
、
う
れ
し
い
で

す
。
や
っ
ぱ
り
好
き
だ
か
ら

続
く
ん
で
し
ょ
う
ね
。

今
後
も
紀
文
ま
つ
り
が

ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

̶

有
田
市
に
と
っ
て
紀
文
ま
つ
り

は
ど
ん
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

有
田
市
の
目
玉
行
事
で
、

地
域
活
性
に
と
っ
て
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

紀
文
ま
つ
り
の
歴
史

「
紀
文
ま
つ
り
」
が
始
ま
っ
た

の
は
昭
和
54
年
11
月
。
有
田
市

に
恒
久
的
な
市
民
祭
り
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
声
を
受
け
て
、
誕

生
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
有

田
み
か
ん
を
江
戸
に
運
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
る
紀
伊
国
屋
文
左
衛

門
に
ち
な
み
「
紀
文
ま
つ
り
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀

文
が
み
か
ん
を
積
ん
だ
と
い
う

船
「
梵ぼ

ん

天て
ん

丸ま
る

」
を
復
元
。
有
田
川

に
係
留
し
て
、
お
祭
り
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

紀
文
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
昭

和
54
年
は
箕
島
高
等
学
校
野
球

部
が
甲
子
園
で
春
夏
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
市
内
全
域
に
も
明
る
い
雰

囲
気
の
中
で
紀
文
ま
つ
り
は
大

成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

当
時
は
紀
文
ま
つ
り
の
前
夜

祭
で
「
紀
文
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

を
開
き
、
当
日
は
３
隻
の
梵
天

紀文踊り

広報ありだ2015.7広報ありだ2015.7⑪ ⑩
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よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜 

願
い
ご
と
〜

雲
の
な
い
夏
の
夜
空
に
、
「
天
の

川
」
と
呼
ば
れ
る
き
れ
い
な
星
の
集

団
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年

七
月
七
日
に
織
姫
と
彦
星
の
二
つ
の

星
が
川
を
渡
る
と
な
ぞ
ら
え
て
、
願

い
ご
と
を
書
い
た
短
冊
や
飾
り
を
笹

の
葉
に
つ
る
し
、
星
に
お
祈
り
を
す

る
七
夕
祭
り
。
皆
さ
ん
も
子
ど
も
の

頃
に
経
験
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
の
よ
う
に
橋
の
な
か
っ
た
昔

は
、
天
界
に
限
ら
ず
、
川
を
越
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
一
大
事
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
ま
す
。
熊
野
へ
の
参
詣

の
た
め
上
皇
、
天
皇
及
び
貴
族
が
熊

野
詣
を
し
た
際
に
も
、
安
全
を
願
い

な
が
ら
有
田
川
を
渡
り
ま
し
た
。
有

田
川
の
名
称
は
「
暴
れ
川
（
あ
れ
か

わ
）
」
か
ら
「
安
諦
川
（
あ
で
か

わ
）
」
を
経
て
変
化
し
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
川
が
増
水
し
た
時
に
渡
し

場
に
川
止
め
の
札
が
立
て
ら
れ
た
渡

し
場
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

宮
原
か
ら
川
を
渡
り
、
熊
野
古
道

沿
い
を
た
ど
り
ま
す
と
、
中
将
姫
ゆ

か
り
の
得
生
寺
、
日
本
最
古
の
稲
荷

神
社
と
い
わ
れ
る
糸
我
稲
荷
神
社
、

糸
我
稲
荷
か
ら
少
し
行
く
と
糸
我
王

子
跡
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
宮
原
を
一

望
で
き
る
糸
我
峠
へ
と
続
き
ま
す
。

こ
の
峠
は
、
通
称
「
七
曲
が
り
」
と

呼
ば
れ
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
道

で
、
万
葉
集
や
平
家
物
語
な
ど
に
も

記
さ
れ
る
ほ
ど
の
古
代
か
ら
「
紀
伊

路
・
糸
我
峠
」
と
呼
ば
れ
た
交
通
の

要
衝
地
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
歴
史
的
景
観

を
遺
す
た
め
、
国
史
跡
指
定
へ
の
お

願
い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
祈
り
が

通
じ
た
の
か
、
こ
の
た
び
国
の
文
化

審
議
会
か
ら
日
本
の
国
史
跡
に
指
定

す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、

そ
の
価
値
が
全
国
的
に
認
め
ら
れ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
保
存
整
備
な
ど
に
国

か
ら
の
支
援
を
得
ら
れ
ま
す
。
市
と
し

ま
し
て
は
、
維
持
管
理
や
美
化
活
動

を
引
き
続
き
地
元
団
体
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
環
境
を
重
視
し
た
保
護
保
全

活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
の
宝
と
し
て
紀
伊
路
・
糸
我

峠
を
守
り
活
か
し
て
い
く
た
め
、
景

観
の
保
全
や
観
光
客
受
け
入
れ
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有
田
市
長　

望
月 

良
男

※現時点の予定ですので、変更される場合があります
※会場周辺は混雑しますので車でのご来場はなるべくご遠慮ください。
※会場周辺は場所取り禁止です。
主催／紀文まつり実行委員会　　　　問　産業振興課（内線２７５）

◎紀文よさこい～つなげ !! 紀文音頭～ … （文化福祉センター前～消防庁舎前）
◎紀文まつり onステージ ……………………………（消防庁舎前 特設ステージ）
◎大

おお

峯
みね

章
しょう

嗣
じ

ライブ in 紀文まつり ……………………（消防庁舎前 特設ステージ）
◎紀文お祭りコンサート………………………………（消防庁舎前 特設ステージ）
◎紀文マーケット…………………………………………… （文化福祉センター前）
◎ヒーローショー【熊野來神エーワッショー】 ……（消防庁舎前 特設ステージ）
◎黄昏ライブ“KI・BU・N” ……………………………… （文化福祉センター前）

●花火大会（午後８時20分～）───（有田川河川敷）
●イベント（午後５時～）

8月8日（土）開催 !!
第36回紀文まつり

広報ありだ2015.7 ⑫


